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基本作業－4B4　荷役作業－スイッチローディング時の対応－
スイッチローディングとは、前載油がHVP（高蒸気圧油：ガソリン、ナフサ等ベーパープレッシャーが0.35㎏／㎠abs以上の油種、但しLPGは除外）であったタンクに、ケロシン、軽油、A重油等を積込む場合は、内部のガスパージが実施され、タンク内に浮遊物や異物が残っていないことを確認する。
これは、前載油がHVPであったタンク（容器）にLVP(低蒸気圧油)を積む場合、積込みの過程でガスリッチになっていたタンク内の可燃性ガスが吸収され、爆発混合気が形成され、着火源さえあればいつでも引火、燃焼、爆発する危険な状態となることを防止するためである。
【事例１】
灯油充てん中のタンクローリーの事故
1960年から1961年にかけて、石油類のタンクローリー事故が表―１に示すように頻発した。
これらの事故の原因は、いずれも前回ガソリン積込みに使用したローリーに灯油を注入したためおこったもので、爆発範囲のガスが形成され、静電気が着火源となったものである。

表―１　灯油充てん中の事故例

	発生場所
	発生日時
	事　故　の　状　況
	人的損害
	接　　地

	川崎市
川崎市

川崎市

横浜市
松本市

川崎市
川崎市

埼玉県

川崎市


	1960.01.29

1960.03.15

1960.12.22

1961. 3.30

1961.04.01

1961.12.21

1961.12.21

1961.03.27

1962.12.08
	ガソリン配送後、灯油400ℓを積み込んだとき爆発
前日ガソリン配送、当日灯油積み込み中

前日ガソリン配送、当日灯油積み込み中、検尺棒操作中のもよう

ガソリンは配送後、灯油を900ℓ積み込んだ時

ガソリン配送後、灯油を積み込み中、約400ℓであることを検尺棒で確認した直後

ガソリン配送後、灯油900ℓ積み込み中、検尺棒操作中

ガソリン配送後、灯油500ℓ積み込み中

ガソリン配送後、灯油500ℓ積み込み中

ガソリン配送後、灯油800ℓ積み込み中


	火傷　１名
火傷　１名

重傷　１名

重傷　１名

死亡　１名

火傷　１名

火傷　3名

火傷　１名

火傷手首骨折１名
	あり
底弁ハンドルへ取り付け
同上

油止金属わくへ取り付け

同上

底弁ハンドルへ取り付け




実験結果では、常温常圧の条件下では、爆発限界濃度以上のガソリンベーパーは、すみやかに灯油に吸収されて、約15秒で爆発範囲の濃度となることが証明された。（表―2）
表―2　灯油を流入したときの濃度変化

	測定箇所
	流速[m/sec]
	流量[l/sec]
	最初の
ハッチ内[GAS]
	流　入　時　間　[sec]

	
	
	
	
	15
	30
	45
	60
	75
	90
	105
	120
	135
	150
	165

	A
B
C
	4.05
	12.8
	2.5
11

14.5
	1.1
4.0

4.4
	1.4
2.7

2.7
	1.4
1.4

2.2


	0.5
1.0

1.2
	0.6
0.9

1.0
	―

―

―


	0.4

0.5

0.7
	―
―

―


	―
―

―


	0.25
0.25

0.25


	―
―

―




※　静電気対策については、危険因子－静電気－静電気災害の防止など　参照
【事例２】
灯油積込中のローリー爆発
ローリー充填場で、ガソリン積卸し後のローリーに灯油を積込み中、突然爆発した。
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